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在京民放ラジオ８社合同 

「災害とメディアに関する調査」速報！ 

 
 
拝啓 新春の候、貴社いよいよご清栄のこととお喜び申し上げます。平素は格別のお引き立てをいただき、 
厚く御礼申し上げます。 
さて、在京民放ラジオ８社（ＴＢＳ Ｒ＆Ｃ、文化放送、ニッポン放送、ラジオ日本、ラジオＮＩＫＫＥＩ、 
ＴＯＫＹＯ ＦＭ、Ｊ－ＷＡＶＥ、インターＦＭ）では、災害時のメディアのあり方を検証すべく、㈱ビデオリ

サーチ社に新潟県中越地震被災者の方々への調査を委託しました。本日は、この調査の速報結果をご報告いたし

ます。                                             敬具 
 

summary 

従来、災害時にはラジオが役に立つと言われて来ましたが、今回の調査でそれが改めて浮き彫りになりました。 
まず地震発生後、最初に接触したメディアを「ラジオ」と答えた方は７１．６％を記録。さらに発生後１週間ほどの 

間には９０%もの方々がラジオに接触したことがわかりました。 
 また、人々が知りたい情報が、地震発生直後は“地震の震源地や規模、今後の余震の可能性”など 
“命を守るために必要な情報”であるのに対して、１週間ほどの間に、“ライフライン情報、今後の行政の対応”などの 
“生活情報”に変わっていくこともわかりました。 
そして、地震発生前には３２．７％が“ラジオを全く聴かなかった”と答えているのに対し、地震発生から１週間ほ

どの間には、“全く聴かない”人は９．０％へと激減、逆に“ラジオを毎日聴くようになった”人は７１．６％と、地震

発生前の３６．０％からほぼ倍増する結果となっています。こうした傾向を反映してか、地震体験後、“ラジオに対する

評価が高くなった”と答えた人は、全体の７３．０％に上りました。 
 この結果を基に、民放ラジオ８社では、今まで以上に研鑽をかけ、ラジオの持つ役割を全うすべく邁進していきたい

と考えます。 
 
 
 
調査実施日 

２００４年１２月１８日（土） 
 
調査場所 

新潟県長岡市、小千谷市、十日町市 
 
調査内容 

新潟県中越地震被災者が、地震発生直後から２００４年１２月１８日（土）に至るまでの間に、災害情報、安否情報、 
避難情報、ライフライン情報等をどのメディアから取り、どのように感じたかということを調査しました。 
 
調査方法 

対面によるアンケート型調査。ビデオリサーチの調査員１５名が、仮設住宅や繁華街を訪問し、 
インタビューしました。昼間は仮設住宅を中心に、夜は繁華街やショッピングセンター等で調査しました。 
 



調査結果 

①調査対象分布（サンプル数２１１人） 

１）性別 
男性 ４９．８％ 
女性 ５０．２％ 

 
２）未既婚 
  未婚         ２１．８％ 
 既婚（離死別を含む） ７８．２％ 

 
３）年齢 
  ２０～３４歳 ３３．６％ 
３５～４９歳 ３２．７％ 
５０～６９歳 ３３．６％ 

  ※平均年齢４２．９歳 
 
４）職業 
  給料事務・研究職         ８．１％ 
  給料労務・作業職        １４．７％ 
  販売・サービス職        １３．３％ 
  経営者・管理職          １．９％ 
  専門職・自由業（医師・弁護士等） ２．８％ 
  商工自営業            ５．７％ 

   
農・漁・林業           １．９％ 

  学生               ２．８％ 
  パート・アルバイト       １３．７％ 
  専業主婦            １４．７％ 
  無職              １６．６％ 
その他              ３．８％ 

 

②地震発生時にどこにいましたか？ 

Ａ）新潟県内 １００．０％ Ｂ）他県 ０．０％ 
 
③１０月２３日、１７時５６分頃、最初の地震が起きたときどこにいましたか？ 

Ａ）自宅        ６８．２％ 
Ｂ）自宅以外の建物の中 １７．１％ 
Ｃ）自家用車の中     ５．７％ 

Ｄ）電車・バスなど公共の乗り物の中 ０．９％ 
Ｅ）屋外              ３．８％ 
Ｆ）その他             ４．３％ 

 
④１０月２３日の地震発生から１週間ほどの間、どこで過ごしましたか？（複数解答可） 

Ａ）自宅     ３２．７％ 
Ｂ）避難所    ４３．１％ 
Ｃ）親戚・知人宅 １１．８％ 

Ｄ）車中  ３８．９％ 
Ｅ）その他  ５．７％ 

 

⑤１０月２３日の地震発生後、あなたが最初に接触したメディアはなんですか？ 

Ａ）テレビ     １５．６％ 
Ｂ）ラジオ     ７１．６％ 

Ｃ）市・町の防災無線 ０．０％ 
 

Ｄ）スピーカーでのお知らせ １．４％ 
Ｅ）携帯電話の情報サービス １．４％ 
Ｆ）インターネット     ０．０％ 

 
⑥１０月２３日から１週間ほどの間に地震関連の情報を収集するために接触したメディアはなんですか？（複数解答可） 

Ａ）テレビ      ５６．９％ 
Ｂ）ラジオ      ９０．０％ 

Ｃ）新聞       ５７．８％ 
Ｄ）雑誌       ３．８％ 
Ｅ）チラシ      ０．９％ 
Ｆ）市・町の防災無線 １．９％ 

Ｇ）スピーカーでのお知らせ  ７．１％ 
Ｈ）市や町の広報紙      ７．６％ 
Ｉ）避難所にある掲示板   １９．９％ 
Ｊ）携帯電話の情報サービス  ６．２％ 
Ｋ）インターネット      ８．１％ 



⑦ラジオに接触した方は、どのような形態のラジオに接触しましたか？（複数解答可） 

Ａ）ステレオコンポ内臓などの固定式ラジオ                    ２．６％ 
Ｂ）自分または家族が持っていたラジカセ、ポケットラジオなどの持ち運べるラジオ ４６．３％ 
Ｃ）自分または家族の車のカーラジオ                      ５５．３％ 
Ｄ）周りの人が持っていたラジオ                        ２４．２％ 
Ｅ）その他の形態のラジオ                            １．６％ 
 
⑧今回の地震に関する情報で、地震発生直後にあなたが知りたいと思ったものはなんですか？（複数解答可） 

Ａ）今回の地震についての震源地や規模など               ７６．８％ （１） 
Ｂ）今後の余震の可能性やその規模など                 ６３．０％ （３） 
Ｃ）自分や自分の家族が避難すべきかどうかという情報          ４６．９％ （５） 
Ｄ）自分の住む地域にどんな被害が起こっているかについて        ５１．２％ （４） 
Ｅ）身内や友人・知人の安否や居所                   ６５．９％ （２） 
Ｆ）市町村や消防の応急措置の内容や指示・連絡             ２７．０％ （８） 
Ｇ）道路・通信・電気・ガス・水道などのライフラインに関する情報    ３９．８％ （６） 
Ｈ）津波の有無について                         ９．０％（１１） 
Ｉ）避難所や仮設住宅対策など、今後の生活に関する行政等の対応について １６．６％（１０） 
Ｊ）水や医療品、寝具等日用品の入手方法                ３０．３％ （７） 
Ｋ）自宅・学校・職場等の具体的な情報                 １９．４％ （９） 
Ｌ）その他                               ２．８％（１２） 
                                        ＊（ ）内の数字は順位です 
⑨地震発生から１週間ほどの間に、あなたが知りたいと思ったものはなんですか？（複数解答可） 

                                              直後 
Ａ）今回の地震についての震源地や規模など               １９．９％ （９）←７６．８％ （１） 
Ｂ）今後の余震の可能性やその規模など                 ７１．６％ （２）←６３．０％ （３） 
Ｃ）自分や自分の家族が避難すべきかどうかという情報          １８．０％（１０）←４６．９％ （５） 
Ｄ）自分の住む地域にどんな被害が起こっているかについて        ３６．５％ （５）←５１．２％ （４） 
Ｅ）身内や友人・知人の安否や居所                   ３８．９％ （４）←６５．９％ （２） 
Ｆ）市町村や消防の応急措置の内容や指示・連絡             ２３．２％ （８）←２７．０％ （８） 
Ｇ）道路・通信・電気・ガス・水道などのライフラインに関する情報    ７３．０％ （１）←３９．８％ （６） 
Ｈ）津波の有無について                         ３．８％（１１）← ９．０％（１１） 
Ｉ）避難所や仮設住宅対策など、今後の生活に関する行政等の対応について ５１．７％ （３）←１６．６％（１０） 
Ｊ）水や医療品、寝具等日用品の入手方法                ２８．９％ （７）←３０．３％ （７） 
Ｋ）自宅・学校・職場等の具体的な情報                 ３１．８％ （６）←１９．４％ （９） 
Ｌ）その他                               １．９％（１２）← ２．８％（１２） 
                                        ＊（ ）内の数字は順位です 
⑩１０月２３日の地震発生前の普段のラジオ聴取頻度は？  ⑪地震発生から１週間ほどの間のラジオ聴取頻度は？ 

Ａ）ほぼ毎日         ３６．０％         Ａ）ほぼ毎日         ７１．６％ 
Ｂ）週に４～５日        ６．６％         Ｂ）週に４～５日        ６．６％ 
Ｃ）週に２～３日        ９．０％         Ｃ）週に２～３日        ９．０％ 
Ｄ）週に１日程度        ８．１％         Ｄ）週に１日程度        ３．８％ 
Ｅ）それ以下          ７．６％         Ｅ）ラジオは全く聴かなかった  ９．０％ 
Ｆ）ラジオは全く聴かなかった ３２．７％ 
 
⑫１０月２３日の地震発生前と後で、あなたのラジオに対する評価は変わりましたか？ 

Ａ）とても評価が高くなった      ３７．９％ 
Ｂ）どちらかというと評価が高くなった ３５．１％ 
Ｃ）変わらない            ２５．６％ 
Ｄ）どちらかというと評価が低くなった  ０．５％ 
Ｅ）とても評価が低くなった       ０．０％ 



お問合せ先代表 

ラジオＮＩＫＫＥＩ 編成報道局 高山孝進 薬師神美穂子 
ＴＥＬ：０３－３５８３－０７６１（編成報道局代表） 
ＦＡＸ：０３－３５８３－８７８５     

 
各局広報担当 

ＴＢＳ Ｒ＆Ｃ 松本達也 高安恵司 
ＴＥＬ ０３－５５７１－２６２９ 
ＦＡＸ ０３－３５０５－０９５４ 

 
文化放送 森忠荘 斉藤亜樹 
ＴＥＬ ０３－５２６９－２７３３ 
ＦＡＸ ０３－３３５９－８３９３ 

 
ニッポン放送 勅使川原昭 三宅哲郎 
ＴＥＬ ０３－３２８７－７６０２ 
ＦＡＸ ０３－３２８７－７６９３ 

 
ラジオ日本 加藤 就一 辻奈央子 
ＴＥＬ ０３－３５８２－１６４９ 
ＦＡＸ ０３－３５８２－９８５５ 

 
ＴＯＫＹＯ ＦＭ 吉田乾朗 林理江 
ＴＥＬ ０３－３２２１－００８０（代表） 
ＦＡＸ ０３－３２２１－１１２７ 

 
Ｊ－ＷＡＶＥ 久保野永靖 佐藤友彦 
ＴＥＬ ０３－６８３２－１１２２ 
ＦＡＸ ０３－６８３２－１１３２ 

 
インターＦＭ 岡田幸浩 後藤陽子 
ＴＥＬ ０３－５４４４－６７２０ 
ＦＡＸ ０３－５４４５－３６３１ 

 
 
 


